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(57)【要約】
【課題】シール付き自動調心ころ軸受において、従来構 
造よりもコスト低減を図り且つ軸受幅をコンパクト化す 
ることができるシール付き自動調心ころ軸受を提供する 
。
【解決手段】シール付き自動調心ころ軸受１は、内外輪 
２，３と、これら内外輪２，３間に二列に設けられる複 
数のころ４と、これらころ４を保持する保持器５，５と 
、内外輪２，３間の端面側に設けられたシール６，６と 
を備える。シール６，６が摺動する環状のシール摺動部 
部品７，７を備え、内外輪２，３のうちシール摺動側の 
軌道輪である内輪２と、シール摺動部部品７とが別体に 
設けられている。シール摺動部部品７は、シール６が摺 
動する摺動部７ａをテーパ形状または球面形状としてい 
る。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　5　　ＯＬ　（全11頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 外 輪 と 、 こ れ ら 内 外 輪 間 に 二 列 に 設 け ら れ る 複 数 の こ ろ と 、 こ れ ら こ ろ を 保 持 す る 保  
持 器 と 、 前 記 内 外 輪 間 の 端 面 側 に 設 け ら れ た シ ー ル と を 備 え た シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸  
受 で あ っ て 、
　 前 記 シ ー ル が 摺 動 す る 環 状 の シ ー ル 摺 動 部 部 品 を 備 え 、 前 記 内 外 輪 の う ち シ ー ル 摺 動 側  
の 軌 道 輪 と 、 前 記 シ ー ル 摺 動 部 部 品 と が 別 体 に 設 け ら れ て い る シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸  
受 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 に お い て 、 前 記 シ ー ル 摺 動 部 部 品 は 、 前  
記 シ ー ル 摺 動 側 の 軌 道 輪 に 締 結 部 品 で 固 定 さ れ て い る シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 に お い て 、 前 記 シ ー ル 摺  
動 部 部 品 は 、 前 記 シ ー ル 摺 動 側 の 軌 道 輪 に 嵌 合 さ れ て い る シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 に お い て 、 前 記 シ ー ル 摺  
動 部 部 品 は 、 前 記 シ ー ル が 摺 動 す る 摺 動 部 を テ ー パ 形 状 と し た シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸  
受 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 に お い て 、 前 記 シ ー ル 摺  
動 部 部 品 は 、 前 記 シ ー ル が 摺 動 す る 摺 動 部 を 球 面 形 状 と し た シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受  
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 に 関 し 、 例 え ば 、 既 存 の シ ー ル を 採 用 可 能 で 且  
つ 軸 受 幅 を コ ン パ ク ト 化 す る こ と が で き る 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 内 輪 と 外 輪 の 間 に シ ー ル を 備 え た 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 に お い て 、 内 輪 の 軌 道 面 の 軸  
方 向 外 側 に 設 け た シ ー ル 摺 動 部 は 、 図 ７ Ａ お よ び 図 ７ Ｂ の よ う に 軌 道 面 ５ ０ と 連 続 す る 外  
径 面 ５ １ （ 特 許 文 献 １ ） 、 ま た は 図 ８ の よ う に 小 つ ば 外 径 面 ５ ２ に 設 置 さ れ る （ 特 許 文 献  
２ ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ８ － ２ ３ ２ ３ ２ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ ０ － １ ９ ０ ２ ４ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ４ ０ ０ ０ １ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 こ れ ら の 構 造 の 場 合 、 シ ー ル 固 定 部 で あ る 外 輪 と シ ー ル 摺 動 面 で あ る 内  
輪 の 径 は 軸 受 型 番 毎 に 異 な る た め 、 そ れ ぞ れ の 軸 受 で 特 殊 シ ー ル を 製 作 し て 用 い る 必 要 が  
あ る 。 特 殊 シ ー ル を 用 い る と 、 新 規 に 成 形 用 金 型 を 製 作 す る 必 要 が あ り 、 シ ー ル 単 価 と は  
別 に 、 成 形 用 の 金 型 代 が 発 生 す る た め 、 軸 受 の コ ス ト が 大 幅 に ア ッ プ す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 特 殊 シ ー ル の 使 用 を 避 け 、 市 販 の シ ー ル を 採 用 す る 方 法 と し て 、 図 ９ の よ う に 、  
密 封 転 が り 軸 受 に お い て 、 シ ー ル を 内 外 輪 い ず れ か 固 定 側 の 軌 道 輪 に 装 着 さ れ た 分 離 可 能  
の シ ー ル ケ ー ス ５ ３ と 、 こ の シ ー ル ケ ー ス ５ ３ の 内 径 側 に 着 脱 自 在 に 保 持 さ れ た シ ー ル 部  



10

20

30

40

50

JP 2024-126480 A 2024.9.20(3)

材 ５ ４ と に よ り 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 構 造 が あ る （ 特 許 文 献 ３ ） 。 し か し な が ら 、 こ  
の 構 造 の 場 合 、 シ ー ル 固 定 側 を 分 離 可 能 な シ ー ル ケ ー ス ５ ３ と す る た め 、 シ ー ル を 軸 方 向  
に 固 定 す る た め に シ ー ル ケ ー ス ５ ３ の 幅 は シ ー ル 幅 よ り 大 と な る た め 、 軸 受 全 体 の 幅 が 広  
が っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 さ ら に 、 内 輪 を 一 体 品 と し 、 シ ー ル 摺 動 部 の 径 を 下 げ る 方 法 と し て 、 図 １ ０ の よ う な 構  
造 が あ る （ 特 願 ２ ０ ２ ２ － １ ４ ３ ０ ６ ２ ） 。 こ れ は 、 シ ー ル リ ッ プ 部 ５ ５ の 周 速 を 下 げ る  
こ と で 、 ト ル ク 低 減 、 摩 耗 抑 制 に よ り 許 容 回 転 数 を 上 げ る こ と が 目 的 で あ る が 、 既 存 シ ー  
ル を 使 用 す る 目 的 に も 対 応 可 能 な 方 法 で あ る 。 こ の 構 造 で は 、 シ ー ル 摺 動 径 が 内 輪 軌 道 径  
よ り 小 の 場 合 で あ る が 、 既 存 シ ー ル 内 径 が 内 輪 軌 道 径 、 小 つ ば 外 径 よ り 大 の 場 合 は 摺 動 部  
径 を 上 げ れ ば 良 い 。 し か し な が ら 、 保 持 器 内 径 よ り も シ ー ル 摺 動 部 径 が 大 の 場 合 は 、 保 持  
器 ５ ６ が 組 み 込 め な い と い う 課 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 に お い て 、 従 来 構 造 よ り も コ ス ト 低 減 を  
図 り 且 つ 軸 受 幅 を コ ン パ ク ト 化 す る こ と が で き る シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 を 提 供 す る  
こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 は 、 内 外 輪 と 、 こ れ ら 内 外 輪 間 に 二 列 に 設 け ら れ  
る 複 数 の こ ろ と 、 こ れ ら こ ろ を 保 持 す る 保 持 器 と 、 前 記 内 外 輪 間 の 端 面 側 に 設 け ら れ た シ  
ー ル と を 備 え た シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 で あ っ て 、
　 前 記 シ ー ル が 摺 動 す る 環 状 の シ ー ル 摺 動 部 部 品 を 備 え 、 前 記 内 外 輪 の う ち シ ー ル 摺 動 側  
の 軌 道 輪 と 、 前 記 シ ー ル 摺 動 部 部 品 と が 別 体 に 設 け ら れ て い る 。
　 こ の 明 細 書 に お い て 、 シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 を 、 単 に 、 軸 受 と い う 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 構 成 に よ る と 、 シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 に お い て 、 内 外 輪 の う ち シ ー ル 摺 動 側  
の 軌 道 輪 と 、 シ ー ル 摺 動 部 部 品 と が 別 体 に 設 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 保 持 器 の 形 状 に よ  
ら ず 既 存 の シ ー ル を 採 用 可 能 と な る 。 し た が っ て 、 新 規 に シ ー ル 成 形 用 金 型 等 を 製 作 す る  
必 要 が な く な る た め 、 従 来 構 造 よ り も 安 価 に シ ー ル を 製 造 す る こ と が で き 軸 受 全 体 の コ ス  
ト 低 減 を 図 れ る 。 シ ー ル は 内 外 輪 の う ち 固 定 側 の 軌 道 輪 に 取 り 付 け ら れ る た め 、 シ ー ル を  
固 定 す る ス ペ ー ス を 最 小 限 に す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 シ ー ル ケ ー ス を 備 え た 従 来 構  
造 よ り も コ ン パ ク ト な 幅 の 軸 受 構 造 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 シ ー ル 摺 動 部 部 品 は 、 前 記 シ ー ル 摺 動 側 の 軌 道 輪 に 締 結 部 品 で 固 定 さ れ て い て も よ  
い 。 こ の 場 合 、 軸 受 を 軸 に 取 り 付 け る 際 に 、 シ ー ル 摺 動 部 部 品 と 軸 と の 間 に 締 め 代 を 設 け  
る 必 要 が な い 。 こ の た め 、 軸 受 を 軸 に 容 易 に 取 り 付 け る こ と が で き 、 軸 受 を 組 み 付 け る 作  
業 工 数 を 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 シ ー ル 摺 動 部 部 品 は 、 前 記 シ ー ル 摺 動 側 の 軌 道 輪 に 嵌 合 さ れ て い て も よ い 。 こ の 場  
合 、 周 方 向 の シ ー ル リ ッ プ の 締 め 代 の 変 化 を 小 さ く す る こ と が で き る 。 ま た シ ー ル 摺 動 部  
部 品 を 締 結 部 品 等 で シ ー ル 摺 動 側 の 軌 道 輪 に 固 定 す る 構 造 等 よ り も 、 部 品 点 数 を 低 減 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 シ ー ル 摺 動 部 部 品 は 、 前 記 シ ー ル が 摺 動 す る 摺 動 部 を テ ー パ 形 状 と し て も よ い 。 こ  
の 場 合 、 軸 受 の 調 心 時 に 、 シ ー ル リ ッ プ の 締 め 代 の 変 化 量 を 小 さ く す る こ と が 可 能 で あ り  
、 加 工 も 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 シ ー ル 摺 動 部 部 品 は 、 前 記 シ ー ル が 摺 動 す る 摺 動 部 を 球 面 形 状 と し て も よ い 。 こ の  
場 合 、 軸 受 の 調 心 時 に シ ー ル リ ッ プ の 締 め 代 を 一 定 と す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 は 、 シ ー ル が 摺 動 す る 環 状 の シ ー ル 摺 動 部 部 品 を  
備 え 、 内 外 輪 の う ち シ ー ル 摺 動 側 の 軌 道 輪 と 、 シ ー ル 摺 動 部 部 品 と が 別 体 に 設 け ら れ て い  
る 。 こ の た め 、 シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 に お い て 、 従 来 構 造 よ り も コ ス ト 低 減 を 図 り  
且 つ 軸 受 幅 を コ ン パ ク ト 化 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 の シ ー ル 摺 動 部 部 品 等 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 の 保 持 器 を 変 更 し た 変 形 例 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 の 縦 断 面 図 で あ る  
。
【 図 ４ Ｂ 】 同 シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 の 保 持 器 を 変 更 し た 変 形 例 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ Ａ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 の 縦 断 面 図 で あ る  
。
【 図 ５ Ｂ 】 同 シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 の 保 持 器 を 変 更 し た 変 形 例 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 か ご 型 保 持 器 を 備 え た シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 に つ き 、 シ ー ル 摺 動 部 部 品 等  
の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ Ａ 】 従 来 例 の シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｂ 】 同 シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 の 容 易 部 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 他 の 従 来 例 の シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 さ ら に 他 の 従 来 例 の シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 さ ら に 他 の 従 来 例 の シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ［ 第 １ の 実 施 形 態 ］
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 を 図 １ な い し 図 ３ と 共 に 説 明 す る  
。
　 ＜ シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 の 概 略 構 成 ＞
　 図 １ の よ う に 、 シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 １ は 、 内 外 輪 ２ ， ３ と 、 複 数 の こ ろ ４ と 、  
一 対 の 保 持 器 ５ ， ５ と 、 シ ー ル ６ ， ６ と 、 後 述 す る 環 状 の シ ー ル 摺 動 部 部 品 ７ ， ７ と を 備  
え る 。 複 数 の こ ろ ４ は 内 外 輪 ２ ， ３ 間 に 二 列 に 設 け ら れ 、 一 対 の 保 持 器 ５ ， ５ は 二 列 の こ  
ろ ４ ， ４ を 保 持 す る 。 シ ー ル ６ ， ６ は 内 外 輪 ２ ， ３ 間 の 両 端 面 側 に 設 け ら れ 、 環 状 の シ ー  
ル 摺 動 部 部 品 ７ ， ７ は 、 シ ー ル ６ ， ６ の 各 シ ー ル リ ッ プ ８ が 摺 動 す る 。 内 外 輪 ２ ， ３ 間 の  
軸 受 空 間 に グ リ ー ス が 封 入 さ れ 、 前 記 軸 受 空 間 は シ ー ル ６ ， ６ に よ り 密 封 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 外 輪 ３ の 軸 方 向 中 央 部 に 、 軸 受 空 間 に グ リ ー ス を 供 給 す る グ リ ー ス 供 給 孔 ３ ｈ が 形 成 さ  
れ て い る 。 外 輪 ３ の 内 径 面 に 凹 球 面 状 の 軌 道 面 ３ ａ が 形 成 さ れ 、 内 輪 ２ の 外 径 面 に 凹 球 面  
状 の 二 列 の 軌 道 面 ２ ａ ， ２ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 二 列 の こ ろ ４ ， ４ は 、 外 輪 ３ の 軌 道 面 ３  
ａ と 内 輪 ２ の 軌 道 面 ２ ａ ， ２ ａ と の 間 に 設 け ら れ る 。 各 列 の こ ろ ４ は 、 転 動 面 が 球 面 状 に  
膨 ら ん だ 所 謂 た る 形 こ ろ で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ＜ 保 持 器 ＞
　 一 対 の 保 持 器 ５ ， ５ は 、 径 方 向 環 状 部 ５ ａ ， ５ ａ と 周 方 向 環 状 部 ５ ｂ ， ５ ｂ と を 備 え る  
か ご 形 保 持 器 で あ る 。 各 径 方 向 環 状 部 ５ ａ は 、 そ れ ぞ れ 軸 方 向 開 口 部 側 に て 径 方 向 に 延 び  
る 。 各 周 方 向 環 状 部 ５ ｂ は 、 そ れ ぞ れ 対 応 す る 径 方 向 環 状 部 ５ ａ の 外 径 部 か ら 軸 受 内 部 側  
に 延 び る 。 各 周 方 向 環 状 部 ５ ｂ に 、 円 周 等 配 に ポ ケ ッ ト Ｐ ｔ が 複 数 設 け ら れ 、 各 ポ ケ ッ ト  
Ｐ ｔ に こ ろ ４ が 転 動 自 在 に 保 持 さ れ る 。 し た が っ て 、 内 輪 ２ の 外 径 面 の う ち 軌 道 面 ２ ａ ，  
２ ａ よ り も 軸 方 向 外 側 に 、 保 持 器 案 内 面 ２ ｂ （ 図 ２ ） が 形 成 さ れ る 。 保 持 器 ５ ， ５ は 金 属  
製 ま た は 樹 脂 製 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 ＜ シ ー ル ＞
　 シ ー ル ６ は 、 芯 金 ６ ａ と シ ー ル 部 材 ６ ｂ と を 備 え る 接 触 式 の シ ー ル で あ る 。 シ ー ル 部 材  
６ ｂ は 、 芯 金 ６ ａ を 覆 う 弾 性 材 で あ り 合 成 ゴ ム 等 か ら 成 る 。 シ ー ル 部 材 ６ ｂ に お い て 、 外  
径 側 端 部 に は 膨 出 部 ９ が 形 成 さ れ 、 内 径 側 端 部 に は シ ー ル リ ッ プ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 芯  
金 ６ ａ は 、 本 体 部 と 、 折 れ 曲 が り 片 部 と 、 傾 斜 片 部 と を 有 す る 。 本 体 部 は 径 方 向 に 延 び る  
。 折 れ 曲 が り 片 部 は 、 本 体 部 の 外 径 端 に 設 け ら れ 軸 受 内 部 側 へ 円 筒 状 に 延 び る 。 図 ２ の よ  
う に 、 傾 斜 片 部 ６ ａ ａ は 、 本 体 部 ６ ａ ｂ の 内 径 端 に 設 け ら れ 、 内 径 側 に 向 か う に 従 っ て 軸  
受 内 部 側 へ 傾 斜 す る よ う に 延 び る 。 芯 金 ６ ａ は 、 例 え ば 、 鋼 板 等 か ら プ レ ス 加 工 に て 形 成  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ の よ う に 、 前 記 折 れ 曲 が り 片 部 に は 、 シ ー ル 部 材 ６ ｂ の 膨 出 部 ９ が 被 覆 さ れ て い る  
。 外 輪 ３ の 内 径 面 に お け る 軸 方 向 両 端 部 に は 、 凹 周 溝 が 形 成 さ れ て い る 。 外 輪 ３ の 各 凹 周  
溝 に 膨 出 部 ９ が そ れ ぞ れ 嵌 合 さ れ る 。 こ れ に よ り シ ー ル 部 材 ６ ｂ が 外 輪 ３ に 装 着 さ れ る 。  
図 ２ の よ う に 、 シ ー ル リ ッ プ ８ は 傾 斜 片 部 ６ ａ ａ を 覆 う 。 シ ー ル リ ッ プ ８ は 、 シ ー ル 摺 動  
部 部 品 ７ の 摺 動 部 ７ ａ に 摺 動 す る 。 図 １ に 示 す 内 外 輪 ２ ， ３ の う ち シ ー ル 摺 動 側 の 軌 道 輪  
は 、 こ の 例 で は 内 輪 ２ で あ る 。 シ ー ル 固 定 側 の 軌 道 輪 は 外 輪 ３ で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ＜ シ ー ル 摺 動 部 部 品 に つ い て ＞
　 環 状 の シ ー ル 摺 動 部 部 品 ７ ， ７ は 、 内 輪 ２ の 両 端 面 に 当 接 す る よ う に 配 置 さ れ る 。 シ ー  
ル 摺 動 側 の 軌 道 輪 で あ る 内 輪 ２ と 、 シ ー ル 摺 動 部 部 品 ７ と は 、 別 体 に 設 け ら れ て い る 。 シ  
ー ル 摺 動 部 部 品 ７ は 、 例 え ば 、 内 外 輪 ２ ， ３ と 同 様 の 鋼 製 で あ る が 、 内 外 輪 ２ ， ３ と は 異  
な る 金 属 製 で あ っ て も よ い 。 シ ー ル 摺 動 部 部 品 ７ は 、 径 方 向 に 所 定 長 さ 延 び る 断 面 略 矩 形  
状 で あ る 。 こ の 例 の シ ー ル 摺 動 部 部 品 ７ は 、 軸 １ ０ の 外 周 面 に 所 定 の 締 め 代 を 介 し て 嵌 合  
固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ の よ う に 、 シ ー ル 摺 動 部 部 品 ７ は 、 シ ー ル リ ッ プ ８ が 摺 動 す る 摺 動 部 ７ ａ を テ ー パ  
形 状 と し て い る 。 前 記 テ ー パ 形 状 の 摺 動 部 ７ ａ は 、 シ ー ル 摺 動 部 部 品 ７ の 外 周 面 で あ り 、  
軸 受 内 部 側 に 向 か う に 従 っ て 外 径 側 に 傾 斜 す る 。 摺 動 部 ７ ａ に お け る 軸 方 向 Ｃ １ に 対 す る  
傾 斜 角 度 α は 、 所 定 の 傾 斜 角 度 に 設 定 さ れ て い る 。 摺 動 部 ７ ａ の 最 大 径 を 成 す 軸 受 内 部 側  
の 外 径 縁 部 １ １ は 、 保 持 器 ５ に お け る 径 方 向 環 状 部 ５ ａ の 内 径 部 １ ２ よ り も 大 径 に 形 成 さ  
れ て い る 。 保 持 器 ５ の 内 径 部 １ ２ よ り も シ ー ル 摺 動 部 部 品 ７ の 外 径 縁 部 １ １ が 大 径 で あ っ  
て も 、 内 輪 ２ と シ ー ル 摺 動 部 部 品 ７ と が 別 体 に 設 け ら れ て い る た め 、 保 持 器 ５ を 軸 受 内 に  
組 み 込 む こ と が 可 能 で あ る 。 シ ー ル 摺 動 部 部 品 ７ の う ち 内 輪 ２ の 外 径 面 よ り も 外 径 側 に 延  
び る 部 分 は 、 保 持 器 ５ の 径 方 向 環 状 部 ５ ａ の 外 側 面 １ ３ に 対 し 、 定 め ら れ た 軸 方 向 隙 間 を  
介 し て 対 向 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ＜ 作 用 効 果 ＞
　 以 上 説 明 し た 図 １ に 示 す シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 １ に よ る と 、 シ ー ル 摺 動 側 の 軌 道  
輪 で あ る 内 輪 ２ と 、 シ ー ル 摺 動 部 部 品 ７ と が 別 体 に 設 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 保 持 器 ５  
の 形 状 に よ ら ず 既 存 の シ ー ル ６ を 採 用 可 能 と な る 。 し た が っ て 、 新 規 に シ ー ル 成 形 用 金 型  
等 を 製 作 す る 必 要 が な く な る た め 、 従 来 構 造 よ り も 安 価 に シ ー ル ６ を 製 造 す る こ と が で き  
軸 受 全 体 の コ ス ト 低 減 を 図 れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 シ ー ル ６ は 固 定 側 の 軌 道 輪 で あ る 外 輪 ３ に 取 り 付 け ら れ る た め 、 シ ー ル ６ を 固 定 す る ス  
ペ ー ス を 最 小 限 に す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 シ ー ル ケ ー ス を 備 え た 従 来 構 造 よ り も コ  
ン パ ク ト な 幅 の 軸 受 構 造 と す る こ と が で き る 。 シ ー ル 摺 動 部 部 品 ７ は 、 シ ー ル ６ が 摺 動 す  
る 摺 動 部 ７ ａ （ 図 ２ ） を テ ー パ 形 状 と し て い る 。 こ の た め 、 軸 受 １ の 調 心 時 に 、 シ ー ル リ  
ッ プ ８ の 締 め 代 の 変 化 量 を 小 さ く す る こ と が 可 能 で あ り 、 加 工 も 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 ＜ も み 抜 き 保 持 器 の 例 ： 図 ３ ＞
　 前 記 シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 １ を 部 分 的 に 変 更 し た 変 形 例 と し て 、 図 ３ の よ う に 、  
保 持 器 を も み 抜 き 保 持 器 ５ Ａ と し て も よ い 。 こ の 保 持 器 ５ Ａ は 、 環 状 部 １ ４ と 、 複 数 の 柱  
部 １ ５ と を 備 え る 。 複 数 の 柱 部 １ ５ は 、 環 状 部 １ ４ か ら 軸 方 向 両 側 に 延 び 円 周 方 向 一 定 間  
隔 お き に 設 け ら れ て い る 。 円 周 方 向 に 隣 り 合 う 柱 部 １ ５ ， １ ５ 間 に ポ ケ ッ ト Ｐ ｔ が 形 成 さ  
れ 、 各 ポ ケ ッ ト Ｐ ｔ に こ ろ ４ が 転 動 自 在 に 保 持 さ れ る 。 な お 内 輪 ２ に お け る 、 軌 道 面 ２ ａ  
， ２ ａ の 軸 方 向 外 側 部 分 に は 、 外 径 側 に 膨 出 す る 鍔 部 １ ６ ， １ ６ が 設 け ら れ て い る 。 こ の  
変 形 例 に お い て も 前 述 の シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 と 同 様 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ＜ 他 の 実 施 形 態 に つ い て ＞
　 以 下 の 説 明 に お い て は 、 各 実 施 形 態 で 先 行 し て 説 明 し て い る 事 項 に 対 応 し て い る 部 分 に  
は 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し 、 重 複 す る 説 明 を 略 す る 。 構 成 の 一 部 の み を 説 明 し て い る 場 合 、  
構 成 の 他 の 部 分 は 、 特 に 記 載 の な い 限 り 先 行 し て 説 明 し て い る 実 施 形 態 と 同 様 と す る 。 同  
一 の 構 成 は 同 一 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。 各 実 施 形 態 で 具 体 的 に 説 明 し て い る 部 分 の 組 合 せ ば  
か り で は な く 、 特 に 組 合 せ に 支 障 が 生 じ な け れ ば 、 実 施 形 態 同 士 を 部 分 的 に 組 合 せ る こ と  
も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ［ 第 ２ の 実 施 形 態 ： 締 結 部 品 、 図 ４ Ａ ， 図 ４ Ｂ ］
　 図 ４ Ａ お よ び 図 ４ Ｂ の よ う に 、 シ ー ル 摺 動 部 部 品 ７ は 、 シ ー ル 摺 動 側 の 軌 道 輪 で あ る 内  
輪 ２ に 締 結 部 品 １ ７ で 固 定 さ れ て い て も よ い 。 図 ４ Ａ は 、 か ご 形 保 持 器 ５ の 例 で あ る の に  
対 し 、 図 ４ Ｂ は も み 抜 き 保 持 器 ５ Ａ の 例 で あ る 。
　 シ ー ル 摺 動 部 部 品 ７ は 、 軸 １ ０ の 外 周 面 に 対 し 隙 間 嵌 め に 設 定 さ れ て い る 。 締 結 部 品 １  
７ と し て 、 例 え ば 、 ボ ル ト が 適 用 さ れ る 。 内 輪 ２ の 両 端 面 に は 、 軸 方 向 に 延 び る 雌 ね じ が  
形 成 さ れ 、 各 シ ー ル 摺 動 部 部 品 ７ に は 、 内 輪 ２ の 前 記 雌 ね じ に 連 通 す る ね じ 孔 が 形 成 さ れ  
て い る 。 締 結 部 品 １ ７ で あ る ボ ル ト を 各 シ ー ル 摺 動 部 部 品 ７ の ね じ 孔 に 差 し 込 み 内 輪 ２ の  
雌 ね じ に 螺 合 す る こ と で 、 シ ー ル 摺 動 部 部 品 ７ ， ７ が 内 輪 ２ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 構 成 に よ る と 、 軸 受 １ を 軸 １ ０ に 取 り 付 け る 際 に 、 シ ー ル 摺 動 部 部 品 ７ と 軸 １ ０ と  
の 間 に 締 め 代 を 設 け る 必 要 が な い 。 こ の た め 、 軸 受 １ を 軸 １ ０ に 容 易 に 取 り 付 け る こ と が  
で き 、 軸 受 １ を 組 み 付 け る 作 業 工 数 を 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。 そ の 他 、 前 述 と 同 様 の  
作 用 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ［ 第 ３ の 実 施 形 態 ： 嵌 合 例 、 図 ５ Ａ ， 図 ５ Ｂ ］
　 図 ５ Ａ ， 図 ５ Ｂ の よ う に 、 シ ー ル 摺 動 部 部 品 ７ ， ７ は 、 シ ー ル 摺 動 側 の 軌 道 輪 で あ る 内  
輪 ２ に 嵌 合 さ れ て い て も よ い 。 内 輪 ２ の 外 径 面 の 軸 方 向 外 側 部 分 に 、 段 差 部 １ ８ ， １ ８ を  
介 し て 嵌 合 面 １ ９ ， １ ９ が 形 成 さ れ て い る 。 各 嵌 合 面 １ ９ は 、 内 輪 ２ の 軌 道 面 ２ ａ よ り も  
小 径 に 形 成 さ れ て い る 。 内 輪 ２ の 各 嵌 合 面 １ ９ に 、 所 定 の 締 め 代 を 介 し て シ ー ル 摺 動 部 部  
品 ７ が そ れ ぞ れ 嵌 合 固 定 さ れ る 。 各 シ ー ル 摺 動 部 部 品 ７ の 内 側 面 の 内 径 側 部 分 は 、 内 輪 ２  
の 段 差 部 １ ８ に そ れ ぞ れ 当 接 す る 。
　 こ の 構 成 に よ る と 、 周 方 向 の シ ー ル リ ッ プ ８ の 締 め 代 の 変 化 を 小 さ く す る こ と が で き る  
。 ま た シ ー ル 摺 動 部 部 品 を 締 結 部 品 等 で シ ー ル 摺 動 側 の 軌 道 輪 に 固 定 す る 構 造 等 よ り も 、  
部 品 点 数 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ＜ 球 面 形 状 ＞
　 図 ６ の よ う に 、 シ ー ル 摺 動 部 部 品 ７ は 、 シ ー ル ６ が 摺 動 す る 摺 動 部 ７ ａ を 球 面 形 状 と し  
て も よ い 。 こ の 摺 動 部 ７ ａ の 球 面 形 状 は 、 軸 受 中 心 を 中 心 と す る 球 面 形 状 で あ る 。 こ の 場  
合 、 軸 受 の 調 心 時 に シ ー ル リ ッ プ ８ の 締 め 代 を 一 定 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 シ ー ル 摺 動 側 の 軌 道 輪 を 外 輪 と し 、 シ ー ル 固 定 側 の 軌 道 輪 を 内 輪 と し て も よ い 。
　 シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 の 用 途 、 使 用 条 件 等 に よ っ て は 、 シ ー ル を 内 外 輪 間 の 一 端  
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面 側 の み に 設 け る こ と も 可 能 で あ る 。
　 各 実 施 形 態 の シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 は 、 例 え ば 、 鉄 道 車 両 の 車 軸 、 減 速 装 置 、 製  
紙 機 械 、 プ ラ ン マ ブ ロ ッ ク 、 印 刷 機 械 、 圧 延 機 等 の 各 種 用 途 に 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 し た が 、 今 回 開 示 さ れ た 実 施 形 態 は す べ て の 点 で 例 示 で  
あ っ て 制 限 的 な も の で は な い 。 本 発 明 の 範 囲 は 上 記 し た 説 明 で は な く て 特 許 請 求 の 範 囲 に  
よ っ て 示 さ れ 、 特 許 請 求 の 範 囲 と 均 等 の 意 味 お よ び 範 囲 内 で の す べ て の 変 更 が 含 ま れ る こ  
と が 意 図 さ れ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ … シ ー ル 付 き 自 動 調 心 こ ろ 軸 受 、 ２ … 内 輪 、 ３ … 外 輪 、 ４ … こ ろ 、 ５ ， ５ Ａ … 保 持 器  
、 ６ … シ ー ル 、 ７ … シ ー ル 摺 動 部 部 品 、 １ ７ … 締 結 部 品 、 ７ ａ … 摺 動 部
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ Ａ 】

【 図 ４ Ｂ 】 【 図 ５ Ａ 】
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【 図 ５ Ｂ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ Ａ 】 【 図 ７ Ｂ 】



10

20

30

40

50

JP 2024-126480 A 2024.9.20(10)

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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